


























































































































































表2リハビリテー ション看護の専門的機能の重要性の認識 (各カテゴリー の集計)











































2. 2 2. 7 
22.1 2.4 








65 452 0.66 
?????????????????? ??????? 63 4.16 0.77 
介助~見守り~自立へと、ケアの廃合いを窓臓的
に減少する 64 4.39 0.79 
セルフケアに必要な掴媛、後僚を指噂する 65 4.55 0.64 









65 4.20 0.61 
在宅金j蓄を想定したケア・プログラムを取り入れる 65 4.28 0.78 
在宅金活をサポートする体制を・える 65 4.38 0.68 
入院初期よリ奪篠を含めたケア・プログラムを実施
する 65 4.37 0.67 











65 4.74 0.51 
時吸、循環、体遣を調霊し、生体の恒常性を保つ 65 4.65 0.62 
栄養・水分・電解貨のバランスを保つ 65 4.63 0.58 
教念蘇生!盆在実施する 65 4.15 0.81 
全身的tJ安併を!まかり.エネルギー渦粍を量小にす
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